
ファチマ１００周年とルルド・サンチャゴ巡礼の旅の思い出 

今回のファチマ１００周年とルルド、サンチャゴの１０日間の巡礼旅行は不思

議な出会いが有りました。まず旅行の話のきっかけは家内が以前からポルトガ

ルに行きたいと思ってパンフレットをよく見ていたようで、家内が今回の旅行

については私達が住んでいる和歌山市の屋形町教会の友達からお聞きしました

が、家内は股関節を痛めているので、私の介添えが必要との事で、私も一緒に

行って欲しいという話になり、経済的な心配も有りましたので、考慮していた

のですが、家内がお金のことは大丈夫という事になり、申し込みを決めました。 

成田からはミゲル神父様とオノレ神父様が同乗され、信徒は１３名、関空から

はランディ神父様が同乗、ＳＲ．フェルナンデス様、信徒２１名のメンバーで

した。その現地案内をして頂けるスペイン在住のモラレス神父様は２年半前に

お母様のご病気の為に、母国に帰国された私達の今福教会の前任の神父様でし

た。神父様は私たちメンバーの参加者のリストを見た時、私達夫婦の名前を見

た時の驚きと喜びを後で教えて貰いました。それでモラレス神父様は私達が参

加している事を知っていたようですが、私達は知らずに参加していたので、私

達も再びお会いした時の喜びはひとしおでした。この様な形で再会出来るとは

思いもよらぬ事です。お母様のご病気の事が気がかりでしたのでお聞きしまし

たが、昨年お亡くなりになっていたとの事でした。そして、今回、お世話にな

りましたコムユニティワールドの松村和人さんとは、今年の２月７日に大阪城

ホールでユスト高山右近の列福式ミサが執り行われましたが、私は「右近クラ

ブ」のメンバーでしたので、その時、一度モラレス神父様のご紹介でお目に掛

かりました。高山右近のミデルコルディア(慈悲の会)の代表の方で、外国で活躍

されている松村和人さんと、又このような形で再会出来るとは、不思議な思い

が致しました。そして過日、大阪に住んでおられる松村さんの娘さんからお礼

のお手紙と今回の巡礼記(紀行文)のご依頼が有ました。そのお手紙ですが、家内

の義姉からもらった私達夫婦で毎日祈っている『結び目を解く聖母マリアへの

祈り』のそのマリア様の御絵と同じ絵葉書の御絵のお手紙を送ってくださいま

した。この様な色々な繋がりを感じますとマリア様の私達家族に対するお導き

と強く感じ、日に日に感謝に満たされる思いが致します。 

現地では、モラレス神父様の日本語の案内と説明で色々な感動を体験しました。 

そして、神父様はルルドへの巡礼の時はずーと家内を車いすに乗せて案内をし

て下さいました。私が「車いすを押します」というのですが、神父様は「私の

方がこの坂の状態をよく知っているから任せなさい」と言われますので、つい

ついお任せしましたが、ホテルからルルドまでの行、帰りの急な坂道はどれほ

ど大変な事か、家内はもう感謝、感謝で言葉もないほど感激をしていました。 



車いすの身ですので、女性の沐浴も最優先をして頂き、感激をしていました。 

マリア様の御出現のところでのミサも家内は感謝の喜びをかみしめていたと思

います。ルルドでも、ファチマでも夜はローソク行列の時も車いすのお世話に

なり、私もそばについて先頭の方を歩かせて頂きました。この様に神父様のお

かげで、皆様にもあまりご迷惑をお掛けせずに行くことが出来たことは、色々

な巡礼地で気持ちも上でもゆっくりとした気持ちで巡礼の道のりを噛みしめな

がら歩めたことは今、思い出しても感謝です。こうして思い出しながら書いて

いても、神父様方はじめ、添乗スタッフの平井さん、皆様方からの色々なご親

切や温かいお言葉が身に染みて参ります。これがやはり巡礼の喜びなのでしょ

うか。共に歩ませて頂く喜びなのでしょうか。、皆様とお話しをしている中で何

かのご縁を感じる方もおられました。巡礼旅行で知り合う友とは、又、新しい

人生の始まりでもあるのでしょうか。 

これからの巡礼の旅を迎えてくれたトウ―ルーズ・バジリカ大聖堂でこれから

の巡礼の無事を願い、祈りを捧げ、そして、ルルドに向かう車窓から、白い残

雪のピレネー山脈の連山と手前の木々の緑のコントラストを望みながら、我を

忘れて、余りの美しさに圧倒されている自分を感じていました。レオン大聖堂

のステンドグラスは見事なまでの光彩を放っていたのが印象的でした。そして、

初めて見るサンチャゴ・デ・コンポステーラ大聖堂の揺れる大香炉は圧巻でし

た。 

ファチマのマリア様御出現の教会での御ミサは私達家族にとりまして言葉に尽

くせない救いへのお恵みでした。 私が洗礼の恵みを頂きました月日が１０月

１３日です。ファチマのマリア様が御出現の日に洗礼の恵みに預からせて頂い

た事は私にとりまして言葉に尽くせませんが、私達家族を救いの道に預からせ

ていただいたお恵みと思っています。 

ルルドで頂きましたお水をお知り合いの方々にお分けいたしました。そしてあ

るお知り合いの方から最近ですが、不思議な事が有りましたとの感謝のお言葉

を頂きました。 

神様に感謝、皆様に感謝です。 
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